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(54)【発明の名称】 内視鏡

(57)【要約】
【課題】チャンネルチューブの座屈を防止した内視鏡を
提供する。
【解決手段】本内視鏡１は、体腔内に挿入される挿入部
２と、この挿入部２の基端側に連接された操作部３と、
この操作部３側から挿入部２内に延設されたチャンネル
チューブ３４と、このチャンネルチューブ３４を操作部
２内で連結する接続部材３６とを有する。チャンネルチ
ューブ３４の操作部３側端部と接続部材３６の管体４２
との間に弾性チューブ４７が介装される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  体腔内に挿入される挿入部と、この挿入
部の基端側に連接された操作部と、この操作部側から前
記挿入部内に延設されたチャンネルチューブと、このチ
ャンネルチューブを前記操作部内で連結する接続体とを
有する内視鏡において、前記チャンネルチューブの操作
部側端部と前記接続体の挿入部側端部との間に管状の弾
性部材を介装したことを特徴とする内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、体腔内に挿入され
る挿入部にチャンネルチューブを延設し、このチャンネ
ルチューブを接続体を介して操作部内に連結する内視鏡
に関する。
【０００２】
【従来の技術およびその課題】例えば特開平１０－２４
８７９９号公報には、コイル体などを巻装したチャンネ
ルチューブを、内視鏡の操作部から内視鏡挿入部内を通
して先端部へと接続した内視鏡が記載されている。この
ような内視鏡は、チャンネルチューブを通じて鉗子など
の処置具を体腔内へ挿通することにより、内視鏡的な処
置を行うという処置技術に用いられる。
【０００３】しかしながら、このような特開平１０－２
４８７９９号公報に示されるような内視鏡では、チャン
ネルチューブは、操作部に接続された接続部材に直接取
り付けられている。このため、チャンネルチューブに通
した処置具を引き抜く際に、チャンネルチューブと接続
部材との接続部分に大きな負荷が作用し、チャンネルチ
ューブが接続部材との接続部分の近部で畳み込まれた状
態に座屈してしまうなどの問題があった。
【０００４】本発明は、このような事情に基づいてなさ
れたもので、内視鏡的な処置を行うための内視鏡のチャ
ンネルチューブに挿通された処置具等を引き抜く際に、
チャンネルチューブが畳まれて座屈することのない内視
鏡を提供することを目的とする。
【０００５】
【課題を解決するための手段】上記目的を達成する本発
明の内視鏡は、体腔内に挿入される挿入部と、この挿入
部の基端側に連接された操作部と、この操作部側から前
記挿入部内に延設されたチャンネルチューブと、このチ
ャンネルチューブを前記操作部内で連結する接続体とを
有する内視鏡において、前記チャンネルチューブの操作
部側端部と前記接続体の挿入部側端部との間に管状の弾
性部材を介装したことを特徴とする。
【０００６】
【発明の実施の形態】図１を参照して本発明の実施形態
による内視鏡について説明する。電子内視鏡（以下、内
視鏡と称する）１は、観察対象部位へ挿入する細長の挿
入部２と、この挿入部２の基端部に連接されて把持部４
を兼ね備えた操作部３と、この操作部３の側部より延設
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された信号ケーブルやライトガイド等を内蔵したユニバ
ーサルコード５と、このユニバーサルコード５の端部に
設けられたコネクタ部６とを備える。この内視鏡１は、
コネクタ部６を介して外部の光源装置７およびビデオプ
ロセッサ８に着脱自在に接続されて使用され、観察画像
をモニタ９に表示することができる。また、ビデオプロ
セッサ８には、図示しないＶＴＲデッキ、ビデオプリン
タ、ビデオディスク、画像ファイル記録装置等を接続す
ることもできる。
【０００７】挿入部２は、体腔内の映像をとらえるため
の撮像部（図示されない）等を内蔵した先端部１０と、
所望の角度に湾曲可能な湾曲部１１と、可撓性を有する
可撓管部１２とを連設して形成されている。また、操作
部３には、観察画像のフリーズおよびレリーズ等を操作
および指示するリモートスイッチ１３と、送気・送水操
作を行う送気・送水ボタン１４と、吸引操作を行う吸引
ボタン１５と、湾曲部１１の湾曲操作を行う湾曲操作ノ
ブ１６とが設けられている。これらの挿入部２と操作部
３との取付部には、挿入部２が折れ曲がることを防止す
るための折れ止め部材５６が取り付けられる。
【０００８】ユニバーサルコード５の端部に設けられた
コネクタ部６には、光源装置７に接続するライトガイド
端部１７が先端から突設され、このコネクタ部６の側部
には電気コネクタ１８が取付けられている。この電気コ
ネクタ１８にスコープケーブル５７を結合することによ
り、内視鏡１とビデオプロセッサ８とを接続することが
できる。更に、このコネクタ部６には、加圧管１９と、
送水管２０と、吸引口金２１とが設けられ、図示しない
流体制御装置や吸引装置に接続することができる。
【０００９】図５に示すように、先端部１０を所要の方
向に向ける湾曲部１１は、複数の湾曲駒２２を互いに回
動自在に連接して構成されている。これらの連接された
湾曲駒２２の外周上には、金属繊維などを筒状に編み込
んだブレード２３が被せられ、さらにその上側に内視鏡
１の水密を保つための樹脂材料で形成された湾曲ゴム２
４が被覆されている。
【００１０】図５に示すように、湾曲ゴム２４は、コイ
ル２５の周部に柔軟な樹脂材料２６被覆させて筒状に形
成したコイル入り湾曲ゴム、あるいは、図６に示すよう
に、金属や樹脂などの顆粒２７を柔軟な樹脂材料２８に
混合させて形成した顆粒入り湾曲ゴム等を用いることに
より、樹脂材料だけで形成した場合よりも、この湾曲ゴ
ム２４の外力に対する耐性を増大することができる。こ
れにより、湾曲ゴム２４の破れ等の修理を必要とする損
傷を低減することができる。なお、湾曲ゴム２４に金属
製のコイルや顆粒を混入させたものを用いる場合には、
図５に例示するように、湾曲ゴム２４の表面を絶縁樹脂
２９で覆うことによって、内視鏡の電気的な絶縁を保つ
ことができる。
【００１１】一方、図７に示すように、湾曲ゴム２４の
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外側に湾曲コイル３０、あるいは湾曲ブレード３１を被
せることにより、上記と同様に湾曲ゴム２４の外力に対
する耐性を増大することも可能である。
【００１２】また、図８に示すように、湾曲ゴム２４を
上層ゴム３２と下層ゴム３３とからなる２層構造に形成
してもよい。外側に配置する上層ゴム３２には、弾性の
高い材質を選択し、内側に配置する下層ゴム３３には、
硬度の高い材質を選択する。このような２層構造に形成
した場合には、内視鏡１を取り扱う際に、湾曲部１１
を、外部の部材にぶつけた場合等の外力が作用すると、
まず弾性の高い上層ゴム３２がその外力をはねかえすこ
とができる。上層ゴム３２がはねかえせない程度の外力
が作用した場合には、上層ゴム３２に孔があくことにな
るが、しかし、この場合には、硬度の高い下層ゴム３３
で水密状態を保持することができる。したがって、この
場合における湾曲ゴム２４の修理は、上層ゴム３２のみ
の交換でよい。
【００１３】図１１に示すように、先端部１０には、体
腔内を観察するための撮像部や、体腔内へ照明光を送る
ためのライトガイド（撮像部およびライトガイドのいず
れも図示してない）が接続されると共に、処置具等の突
出口となるチャンネル開口部３５が設けられており、こ
のチャンネル開口部３５には処置具等を挿通するための
チャンネルチューブ３４の先端側基端が接続されてい
る。
【００１４】本実施形態の内視鏡１では、湾曲部１１の
内部で、チャンネルチューブ３４の外側にゴムチューブ
５５が被せられている。一般に、図１１の（Ａ）に示す
ように、湾曲部１１内でチャンネルチューブ３４の曲が
り方が均等な円弧を形成してない場合には、湾曲部１１
を湾曲させた状態で処置具等を挿通すると、弧の小さく
なった部分に処置具の先端が当たり、チャンネルチュー
ブ３４に孔があく原因となる。これに対し、本実施形態
の湾曲部１１では、図１１の（Ｂ）に示すように、チャ
ンネルチューブ３４にゴムチューブ５５を被せてある。
このチャンネルチューブ３４に被せられているゴムチュ
ーブ５５は、湾曲部１１を湾曲させたときに、その全長
にわたって同じ伸び率になるよう伸縮をする。このた
め、ゴムチューブ５５の弧の大きな部分は縮む方向に、
弧の小さな部分は伸びる方向にそれぞれ伸縮し、そのゴ
ムチューブ５５の伸縮に伴いゴムチューブ５５内部のチ
ャンネルチューブ３４の湾曲形状も均等な弧となり、処
置具挿通時の引っ掛かりを減少させることができる。
【００１５】次に、図２から図４を参照して、把持部４
を兼ね備えた操作部３内におけるチャンネルチューブ３
４の接続部関連構造を説明する。操作部３内にチャンネ
ルチューブ３４を接続する接続部材３６は、操作部３の
フレーム３７の内面に、ネジ３８によってネジ止め固定
されている。この接続部材３６は、分岐通路３９を有す
る基部４０と、この基部４０に一体に取り付けられた管
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体４２とから形成してあり、この管体４２の内部通路４
１の中途部から、前記分岐通路３９が分岐している。
【００１６】この接続部材３６が配置される操作部３の
把持部４には、その下端部の周壁から枝部４４が突出し
ており、分岐通路３９の開口部４３をこの枝部４４の取
付孔４５に対向する状態で、接続部材３６がフレーム３
７に取り付けられている。そして、管体４２の基端側に
位置する開口部には吸引チューブ４６の先端が接続され
ている。また、管体４２の先端側に位置する開口部に
は、弾性を有する弾性チューブ４７が接続され、この弾
性チューブ４７の先端側すなわち管体４２と接続される
端部に対して反対側の端部には、前記チャンネルチュー
ブ３４の手元側基端部が接続される。この弾性チューブ
４７は、チャンネルチューブ３４よりも弾性変形し易い
構造に形成され、あるいは、より弾性変形し易い材料で
形成され、チャンネルチューブ３４に力が作用したとき
には、先ず、弾性チューブ４７が弾性変形する。
【００１７】図３に示すように、前記管体４２の先端部
には、接続管４８の一端が固定されている。この接続管
４８の他端すなわち先端部は、段差を付けて細くしたテ
ーパー状の接続端部４９を形成してある。このテーパー
状の接続端部４９の外周面上に、弾性チューブ４７の基
端部が嵌合される。更に、この弾性チューブ４７の端部
外周には押え部材としての押えリング５０が装着され、
この押えリング５０は接続管４８に螺合するナット状の
固定部材５１によって締め付けられる。
【００１８】この押えリング５０の内周面には、テーパ
ー状の押え面５２が形成してある。このため、固定部材
５１を接続管４８上に締め込むことにより、この押え面
５２が弾性チューブ４７の端部外周面を接続端部４９の
テーパー状の外周面上に締め付け、固定することができ
る。
【００１９】弾性チューブ４７の先端部側すなわち接続
管４８に固定される端部と反対の端部には、チャンネル
チューブ３４の手元側基端部が固定される。これらの弾
性チューブ４７とチャンネルチューブ３４とは、チャン
ネル接続部材５３の両端部にそれぞれ弾性チューブ４７
の先端部側端部とチャンネルチューブ３４の基端部側端
部とを被せた状態で、このチャンネル接続部材５３上に
接着固定される。これらの弾性チューブ４７と、チャン
ネルチューブ３４と、チャンネル接続部材５３との内径
は、ほぼ等しく、その間に段部を形成することなく滑ら
かに連続した内周面に形成してある。
【００２０】一方、チャンネル接続部材５３を用いない
場合には、図４に示すように、弾性チューブ４７の先端
部側端部をチャンネルチューブ３４の基端部側端部の外
周面に直接被せ、その嵌合部を接着剤等により固定する
ことも可能である。この場合も、チャンネルチューブ３
４と弾性チューブ４７の内径はほぼ同等に設定される。
更に、チャンネルチューブ３４の基端部の外周面には、
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テーパー状に加工したテーパー加工部５８を設けること
により、弾性チューブ４７とチャンネルチューブ３４と
の間の接続部の段差を無くし、処置具等をよりスムーズ
に挿通させることが可能である。
【００２１】鉗子等の処置具がチャンネルチューブ３４
内に通された状態から、一気に引きぬかれる際には、硬
いチャンネルチューブ３４に処置具が引っかかったよう
な状態になることがあるが、しかし、この場合には、チ
ャンネルチューブ３４よりも弾性変形し易い弾性チュー
ブ４７が先に畳まれることとなる。
【００２２】また、チャンネルチューブ３４と接続管４
８との接続部付近に、例えば図９および図１０に示すよ
うに、内視鏡の内蔵物の位置を保持する位置決め部材５
４を配置することもできる。この位置決め部材５４に形
成するチャンネルチューブ配置孔６０は、チャンネルチ
ューブ３４の外径よりもわずかに大径に形成し、チャン
ネルチューブ３４をこのチャンネルチューブ配置孔６０
に緩く挿通させることが好ましい。
【００２３】処置具等がチャンネルチューブ３４より引
き抜かれ、チャンネルチューブ３４が畳まれるような状
況になった場合でも、チャンネルチューブ３４は位置決
め部材５４のチャンネルチューブ配置孔６０内に保持さ
れ、この内面の隙間分がわずかであるため、チャンネル
チューブ３４が畳まれるのを防止できる。
【００２４】チャンネルチューブ３４以外の挿入部２に
おける図示されない内蔵物（例えばライトガイドなど）
は、位置決め部材５４のチャンネルチューブ配置孔６０
の外周側に設けたスペース（内蔵物用スペース５９）を
通して配置される。
【００２５】本発明は上述の各実施形態に限定されるも
のではなく、少なくとも以下に示す特徴事項が得られ
る。
＜付記＞
１．  挿入部と、この挿入部に連接された操作部と、操
作部側から挿入部内に配置されたチャンネルチューブと
からなる内視鏡において、チャンネルチューブの操作部
側接続端が、操作部に取り付けられた接続体に弾性部材
を介して取り付けられることを特徴とする内視鏡。
【００２６】２．  チャンネルチューブと操作部に取り
付けられた接続体とをつなぐ弾性部材に変えて、チャン
ネルチューブの操作部側接続部外周にチャンネルチュー
ブの径方向への動きを規制する規制部材を設けたことを
特徴とする、上記１項に記載された内視鏡。
【００２７】３．  内視鏡内部を通り、内視鏡の操作部
から内視鏡先端部へ通じるチャンネルチューブを有する
内視鏡において、チャンネルチューブと操作部に取り付
けられた接続体とを接続する際に、弾性チューブを介し
て接続することにより、処置具を引き抜く際のチャンネ
ルチューブにかかる力を弾性体で吸収するあるいは、チ
ャンネルチューブの径方向への動きを規制するための規
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制部材をチャンネルチューブ外周に設けるといった手段
により、チャンネルチューブがたたまれることによる座
屈を防ぐ内視鏡。
【００２８】
【発明の効果】以上明らかなように、本発明による内視
鏡は、チャンネルチューブより処置具等を勢いよく引き
抜いた際に、チャンネルチューブよりも弾性チューブが
先に畳まれるため、チャンネルチューブが畳まれること
による座屈を防ぐことができ、チャンネルチューブが座
屈した場合に、先端部を分解し、先端部からチャンネル
チューブを外す必要がなくなり、修理費用、修理時間を
削減でき、更に、弾性チューブが繰返し畳まれることに
より劣化した場合でも、弾性チューブを交換するだけで
よく、修理性を向上した経済的な内視鏡を提供すること
ができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の好ましい実施形態による内視鏡の全体
の概略図。
【図２】図１に示す内視鏡の操作部の内部構造を概略的
に示す図。
【図３】図２に示す操作部内チャンネルチューブの接続
部を拡大して示す説明図。
【図４】チャンネルチューブと、弾性チューブとの他の
接続構造を示す説明図。
【図５】図１に示す内視鏡の湾曲部に設ける湾曲ゴムの
説明図
【図６】他の湾曲ゴムの説明図
【図７】更に他の湾曲部に設ける湾曲ゴムの説明図
【図８】２層構造に形成した他の湾曲ゴムの図５および
図６と同様な説明図。
【図９】操作部に近接する部位における挿入部の内部を
示し、（Ａ）は長手方向断面図、（Ｂ）はそのＢ－Ｂ線
に沿う説明図。
【図１０】図１０の挿入部内に配置する位置決め部材の
概略構造を示す説明図。
【図１１】内視鏡の湾曲部内のチャンネルチューブを示
し、（Ａ）は湾曲させた状態のチャンネルチューブの湾
曲状態を示し、（Ｂ）はチャンネルチューブにゴムチュ
ーブを被せることにより滑らかな円弧を形成する湾曲状
態を示す図。
【符号の説明】
１…内視鏡、２…挿入部、３…操作部、４…把持部、５
…ユニバーサルコード、６…コネクタ部、７…光源装
置、８…ビデオプロセッサ、９…モニタ、１０…先端
部、１１…湾曲部、１２…可撓管部、２４…湾曲ゴム、
２５…コイル、２６，２８…樹脂材料、２７…顆粒、２
９…絶縁樹脂、３０…湾曲コイル、３１…湾曲ブレー
ド、３４…チャンネルチューブ、３６…接続部材、４２
…管体、４７…弾性チューブ、４８…接続管、４９…接
続端部、５０…押えチューブ、５１…固定部材、５３…



(5) 特開２００１－１９０４９７
7

チャンネル接続部材、５５…ゴムチューブ。

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】

【図５】 【図６】

【図７】

【図８】 【図１０】
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